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令和７年度糸満市産業まつり開催事業委託業務仕様書 

 

第１ 業務の名称 

糸満市産業まつり開催事業業務 

 

第２ 事業の目的 

糸満市内の事業所及び地場産品を市内外にＰＲし、地元事業所及び地場産品の優先的

な使用や地産地消を啓発し、域内事業所の経営発展に資する。併せて、賑わいを創出する

ことで消費意欲を刺激し、域内経済の循環を図る。 

 

第３ 委託業務期間 

契約締結日から令和８年３月１８日（水）まで 

 

第４ 開催日時 

日にち：令和８年２月２１日（土）から２月２２日（日）までの２日間 

時 間：両日ともに午前１０時から午後５時まで（予定） 

 

第５ 開催場所 

糸満市西崎親水公園（２工区東部緑地帯）（予定）※別紙１参照 

 

第６ 委託業務内容 

１ 周知及び広報に関すること 

(1) ポスター１００部、チラシ１００，０００部を目安に作成し、公共施設やコンビニ、

飲食店等へ設置及び掲示依頼、市外世帯に効果的なポスティングを行うこと。チラシ

や広報物には、地域住民から挙げられる要望等（ステージ音響による騒音配慮、路上

駐車の禁止など）を考慮し、来場者への注意喚起やトラブル回避策を明示すること。 

(2) 横断幕（５枚）を作成し、公共施設等へ依頼し、掲示を行うこと 

(3) ＳＮＳ等、多様な広報媒体を活用し、広く周知すること 

(4) 広報物には、糸満市地場産品推奨キャラクター「いとちゃん」を活用し、親しみや

すいイメージにすること 

(5) イベント当日の雰囲気向上と地場産品の PR 効果を高めるため、以下の物品等を

「いとちゃん」デザインを用いて制作及び活用すること。ただし、予算を踏まえて糸

満市と事前に調整すること。 

(ｱ) 来場者配布用のノベルティグッズ（例：うちわ、マグネット、クリアファイルな

ど） 

(ｲ) 会場での買い物用袋（紙袋、布袋などリユース可能な袋等を基本とし、使い捨て
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プラスチック製レジ袋は極力避けること。また、来場者にはマイバッグ持参を推奨

し、ＳＤＧｓの推進やごみ減量に資する取り組みとすること） 

(ｳ) 会場内のブースや導線に掲示するのぼり旗・装飾物 

(ｴ) 会場スタッフが着用する法被等の衣装類 

２ 会場及び駐車場の運営・設営等に関すること 

(1) 会場内レイアウト及びステージタイトル看板等の作成・設置・撤去 

(2) 会場安全対策（カラーコーン等）及び会場内外の安全管理運営 

(3) ステージの設営と運営に係る音響・照明等の機材の設置・撤去 

(4) 出店ブースの設置・撤去 

(5) テントやテーブル・イス等の備品の設置・撤去 

(6) 仮設トイレの設置・し尿処理・撤去及び公園内公衆トイレへの対応 

(ｱ) 会場内に仮設トイレ（男女各４基程度、多目的用トイレ１基程度）を設置し、イ

ベント終了後に撤去を行うこと 

(ｲ) イベント期間中のトイレの清掃やトイレットペーパーの補充、し尿汲み取り等

は適宜巡回を行い、実施すること 

(ｳ) イベント開催にあたり、公園管理者と連携し、その衛生管理・清掃体制の維持に

協力すること 

(7) ごみ箱（分別）の設置・収集・処理・撤去 

(8) 人員配置計画の策定（統括人員、会場等設営・撤去人員、受付・案内員、ごみ処理・

清掃人員、駐車場整理員、警備員等） 

３ ステージプログラムの出演者及びイベント企画に関すること 

(1) ステージプログラム及びイベント企画・司会進行の提案及び実施。関係者や出演者

と十分に調整を図った上で運営を行うこと 

(2) ステージプログラムはエイサーなどの伝統芸能を取り入れ、糸満らしさを演出し、

市内団体（青年エイサー団体等）と受託者提案による出演者で構成すること 

(3) 音響等の専門的技術者を配置するとともに、円滑なステージ進行を行うこと 

(4) 音響スピーカーの向きや音量等については、会場周辺が住宅地に隣接しているこ

とを十分に考慮すること 

(5) 開催当日は、音量状況を逐次確認を行い、周辺から苦情が寄せられた場合には迅速

かつ丁寧に対応し、必要に応じて音量の調整等を行う体制を整えること 

４ 警備に関すること 

(1) 警備及び安全対策計画の作成と図面の整備を行うこと 

(2) 会場周辺に路上駐車が懸念される箇所へのカラーコーン・看板等を設置及び撤去

すること 

(3) 車両交通誘導看板等、必要な看板を作成・設置し、来場車両の安全確保を行うこと 

(4) イベント会場（周辺、駐車場含む。）の安全かつ円滑な運営を図り、会場内の警備、
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巡回、来場者の案内・誘導、清掃等を行うため、各所に適正な人員を配置し、来場者

の安全確保、催事開催中の事件事故の未然防止に努めること 

５ 出店に関すること 

(1) 出店者の募集及び選考 

(ｱ) 出店者は糸満市内に事業所を有する事業者に限るものとする 

(ｲ) 目標出店数は 37店舗とする 

(2) 出店料及び徴収管理 

(ｱ) 出店料は以下の範囲とする 

①飲食ブース：1区画あたり 50,000円以内（税込） 

②物販ブース：1区画あたり 15,000円以内（税込） 

(ｲ) 上記以外のブースについては、内容や規模に応じて糸満市と協議の上、出店料を

決定すること 

(ｳ) 出店料の徴収状況、入金管理、領収証発行等の手続きは適正に行い、会計記録を

残すこと 

(ｴ) 出店料の収入については、とりまとめた上で全額糸満市へ納付すること 

(3) 出店者へ説明会の実施 

(4) 出店後の会場美化の実施 

(5) 出店に伴う汚水処理対策の実施 

(ｱ) 飲食を提供する出店者に対しては、出店時に発生する汚水（調理排水・洗い水な

ど）を不適切に廃棄しないよう指導・管理を徹底すること 

(ｲ) 必要に応じて、会場内に仮設の汚水回収用タンクやバケツ等を設置し、適切な廃

棄場所へ搬出できる体制を整えること 

(ｳ) 出店者への事前説明会やマニュアル等で、汚水の処理方法、排水禁止エリア（芝

生・植栽・排水溝等）を明確に伝達すること 

(ｴ) 必要に応じて、清水供給用の水タンクを準備・設置し、衛生的な手洗い・調理用

水の確保を図ること 

(ｵ) 汚水及び清水に関して、糸満市や関係機関（保健所など）の指導がある場合はそ

れに従い対応すること 

(6) 出店に伴う廃棄物処理対策の実施 

(ｱ) 出店ブースから発生する廃棄物（可燃ごみ、プラスチックごみ、資源ごみ等）に

ついては、出店者専用のごみ置き場を会場内の指定箇所に設置し、適切に分別・

管理を行うこと 

(ｲ) ごみ置き場の設置場所・表示・分別区分は事前に明確にし、出店者への周知・指

導を徹底すること 

(ｳ) ごみはイベント終了後にごみ収集運搬業の許可を有する業者を通じて適切に搬

出・処理すること 
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(ｴ) 使用済みの廃油（揚げ油など）は、出店事業者自身に必ず持ち帰させること 

(7) 農協、漁協、商工団体などの地域関係団体との連携を図り、円滑な出店調整及び協

力関係構築の実施 

(8) 出店説明会には関係団体の参加も想定し、出店基準やレイアウト調整について協

議可能な体制構築の実施 

６ 姉妹友好都市等との物産交流に関すること 

姉妹友好都市等の出店ブースを糸満市と調整のうえ設けること 

７ 実施計画書の作成 

(1) スケジュール表の作成 

(2) 広報計画の作成 

(3) アンケート実施計画の作成及び実施、来場者の集計 

８ 業務実績報告書の作成 

(1) 実積報告書の作成 

(2) アンケートの分析及びまとめ、来場者数の集計 

(3) 各出店者の売上の集計 

(4) その他、糸満市が求める必要な報告 

９ アクセス・交通対策及び周辺調整 

 (1) シャトルバス運行及び来場者導線の確保 

(ｱ) 会場周辺に来場者用駐車場がないため、シャトルバスの運行を含めた来場者輸

送手段を確保・調整すること 

(ｲ) シャトルバスは美々ビーチ駐車場を発着所候補とし、路線・ダイヤを設計するこ

と 

(ｳ) シャトルバス停留所は、乗降の安全性を最優先に設計すること 

(ｴ) シャトルバス停車によって交通渋滞や事故等を招かないよう、糸満市・警察等と

の調整を行うこと 

(2) 来場者の交通・安全対策 

(ｱ) 周辺道路の混雑を防ぐため、公共交通機関利用の呼びかけを広報物等で強く推

進すること 

(ｲ) 警備計画に基づき、安全誘導を徹底すること 

(3) プロ野球キャンプとの同時開催に伴う調整 

糸満市西崎運動公園では、同時期にプロ野球キャンプが開催される予定であり、混

雑や安全面への対策が不可欠であるため、糸満市及び球団関係者との調整会議へ参

加すること 

１０ 救護体制の整備及び緊急時対応 

(1) イベント期間中の急病人・軽傷者等への初期対応に備え、簡易な救護体制の整備に

努めること 
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(2) 会場内に救護所（テント等）を設け、応急処置用品（絆創膏、消毒液、冷却材など）

や水分補給用の飲料や熱中症対策用品（うちわ、タオルなど）を備えておくこと 

(3) 看護協会等からの派遣を活用するなどし、必ず看護師等の有資格者を１名以上配

置すること。また、救護所には必ずＡＥＤを設置すること。 

(4) 救護対応が発生した場合は、可能な範囲で対応内容の記録を残し、イベント終了時

に糸満市へ報告すること 

１１ その他 

(1) 会場及び駐車場の使用にあたり、管理者との調整を綿密に行うこと 

(2) 外注については、本社を糸満市内に置く事業者を優先して活用すること 

(3) 事故等に備えイベント保険の加入等、必要な対策を講ずること 

(4) 委託発注物等の設置から撤去までの間における天災による破損や盗難等について

は、受託者の責務とすること 

 

第７ 成果物 

(1) 業務実績報告書（仕様の達成を証明する書類及び精算報告書、証憑類） 

(2) 本業務により作成された物（印刷物、アンケート集計データ等） 

(3) 成果物の著作権及び所有権は糸満市に帰属する 

 

第８ その他 

(1) 受託者は、受託者が行う業務のすべて、あるいは大部分を第三者に委託し、又は請

け負わせることはできない。一部業務を再委託する場合は、協議すること 

(2) 荒天により延期、中止する可能性がある。その場合の経費については、受託者が経

費の内訳を定め、精算すること 

(3) 本業務の関係書類や会計帳簿等は、業務終了後の翌年度から起算して５年間保存

すること。また、業務実施後に閲覧が必要になった場合は協力すること 

(4) 本仕様書に定めの無いことに関して疑義が生じた場合は、受託者と糸満市の協議

によって定めること 

(5) 完了検査に同席すること 
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別紙１ 

 

※同時開催が予定されるプロ野球キャンプにより、西崎運動公園（糸満西崎球場及び西崎運

動公園多目的広場等）は基本的に使用不可となる。 

糸満市産業まつり

開催場所

◉

糸満西崎球場

◉

西崎運動公園

多目的広場


